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十
一
世
紀
初
頭
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
史
料
に
み
え
る
国
雑
掌
は
、
多
様
な
姿
を
示
し
て
い
る
。
十
一
世
紀
初
頭
、
先
ず
四
度
公
文
に
、
次
い
で
十
二
肚
紀
十
年
代
ま
で
、
東
大
寺
と
東
寺
、
そ
の
末
寺
の
封
物
に
関
わ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
十
一
世
紀
中
葉
、
東
大
寺
封
物
に
関
わ
っ
て
集
中
す
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
十
一
壯
紀
八
○
年
代
か
ら
十
二
世
紀
中
葉
ま
で
は
、
大
宰
府
管
内
の
所
領
相
論
の
沙
汰
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
十
二
世
紀
中
葉
に
入
る
と
国
役
に
関
わ
り
、
問
注
の
当
事
者
と
な
る
。
国
雑
掌
に
つ
い
て
は
、
原
田
童
氏
、
松
崎
英
一
氏
、
赤
松
俊
秀
（１）
氏
等
の
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
国
雑
掌
は
四
度
使
雑
掌
の
系
譜
を
引
く
者
で
、
専
ら
公
文
に
関
わ
る
と
い
う
。
一
方
、
大
宰
府
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
は
じ
め
に
１
束
大
寺
封
物
進
上
を
中
心
に
Ｉ
管
内
の
国
雑
掌
と
、
国
雑
掌
の
地
位
に
つ
い
て
見
解
が
異
な
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
原
田
氏
は
地
域
的
で
あ
る
と
し
、
松
崎
氏
は
、
官
物
や
国
役
徴
収
を
通
し
て
国
内
の
土
地
に
権
利
を
拡
大
す
る
国
雑
掌
の
姿
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
原
田
氏
は
、
目
代
あ
る
い
は
在
庁
官
人
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、
松
崎
・
赤
松
両
氏
は
、
中
央
下
級
官
人
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
右
の
よ
う
に
同
雑
掌
が
特
定
の
時
期
に
あ
ら
わ
れ
る
理
川
は
明
確
で
は
な
い
。
同
雑
掌
の
地
位
に
つ
い
て
、
本
郷
恵
子
氏
は
、
土
佐
国
雑
掌
紀
頼
兼
の
経
歴
か
ら
、
川
雑
掌
は
国
守
と
私
的
な
契
約
関
係
に
あ
っ
た
中
央
下
級
官
人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
十
二
世
紀
中
葉
に
あ
ら
わ
れ
る
問
注
の
当
事
者
と
し
て
の
姿
は
、
中
世
的
国
雑
掌
（２）
の
初
見
と
い
わ
れ
る
。
白
川
哲
郎
氏
は
、
鎌
倉
時
代
全
期
を
通
じ
て
国
雑
掌
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
課
役
の
賦
課
と
徴
収
、
そ
の
進
上
に
塚
本
止口、ｖ１
巳
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東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
は
、
史
料
で
は
長
久
五
二
○
四
四
）
年
三
月
十
七
日
「
丹
後
同
前
雑
掌
海
成
安
解
」
（
大
Ⅱ
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
八
ノ
ー
、
二
六
○
、
以
下
、
東
大
寺
一
’
二
六
○
と
記
す
）
に
あ
ら
わ
れ
、
康
平
二
二
○
五
九
）
年
十
Ⅱ
廿
五
Ⅱ
「
若
狭
国
雑
掌
秦
成
安
解
」
（
東
大
寺
一
’
一
一
一
二
一
）
を
最
後
に
み
え
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
短
期
間
に
東
大
寺
が
封
物
を
徴
収
し
た
の
は
、
天
喜
・
康
平
年
間
に
「
束
大
寺
修
理
所
修
理
注
進
記
」
等
（
東
大寺一’二一三～一一一一七）が六通存在するから、この伽藍
修
造
に
関
係
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
伽
藍
修
造
は
、
講
堂
・
御
（４）
門
・
食
堂
等
広
い
範
囲
に
及
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
十
一
世
紀
中
葉
東
大
寺
は
伽
藍
修
造
に
着
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
（５）
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
〈
７
正
秀
氏
の
見
解
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
ら
関
わ
る
在
地
の
要
と
も
い
え
る
位
置
を
占
め
る
こ
と
、
問
注
の
当
事
（３）
者
と
な
る
一
」
と
等
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
。
十
一
・
十
二
世
紀
の
国
雑
掌
の
多
様
な
変
化
は
、
そ
う
し
た
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
と
関
連
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
東
大
寺
に
焦
点
を
あ
て
、
東
大
寺
封
物
に
関
わ
っ
て
国
雑
掌
が
十
一
世
紀
中
葉
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
背
景
、
そ
の
職
掌
と
地
位
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
法
政
史
学
第
六
十
五
号
東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
の
出
現
れた。今氏
に
よ
る
と
、
東
大
寺
封
物
返
抄
は
天
真
・
康
平
年
間
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
は
東
大
寺
が
積
極
的
な
伽
藍
修
造
に
着
手
し
た
時
期
に
あ
た
る
こ
と
、
長
元
山
（
一
○
三
一
）
年
に
後
一
条
天
皇
は
、
有
封
諸
寺
の
破
損
調
査
の
使
の
派
遣
を
公
卿
に
諮
り
、
諸
寺
別
当
に
封
物
等
の
数
、
国
の
注
進
を
命
じ
て
い
る
が
、
東
大
寺
は
伽
藍
修
造
に
着
手
し
た
様
子
が
な
い
こ
と
、
し
か
し
、
わ
ず
か
十
数
年
後
の
天
喜
年
間
に
な
っ
て
大
規
模
な
伽
藍
修
造
を
始
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
束
大
寺
の
対
応
の
変
化
に
つ
い
て
、
「
十
一
枇
紀
半
ば
以
降
、
寺
家
を
と
り
ま
く
状
況
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
以
前
と
は
一
変
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
そ
の
変
化
と
は
「
十
一
仙
紀
四
十
年
代
の
長
久
造
内
裏
役
賦
課
を
面
接
の
契
機
と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
新
た
な
領
域
支
配
秩
序
の
形
成
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
「
新
た
な
領
域
支
配
秩
序
の
形
成
」
と
は
、
造
内
裏
役
が
権
門
荘
園
・
不
輸
荘
園
に
も
賦
課
さ
れ
、
不
輸
権
や
所
領
認
定
を
め
ぐ
る
同
衙
と
寺
家
間
の
相
論
裁
定
に
あ
た
っ
た
中
央
政
府
が
、
そ
の
裁
定
を
通
し
て
唯
一
の
所
領
認
定
者
と
し
て
臨
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
後
期
王
朝
国
家
の
意
義
を
こ
の
点
に
求
め
て
お
ら
れ
る
。
束
大
寺
の
伽
藍
修
造
の
動
機
は
、
こ
の
よ
う
な
中
央
政
府
の
変
化
を
意
識
し
、
伽
藍
修
造
を
通
し
て
、
課
役
免
除
の
獲
得
と
所
領
確
保
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
二
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長
久
造
内
裏
役
と
は
、
長
久
元
（
一
○
四
○
）
年
に
入
っ
て
権
門
の
不
輸
荘
園
に
も
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
国
平
均
役
で
（６）
あ
る
。
長
久
元
年
頃
か
ら
造
内
裏
料
加
徴
、
造
内
裏
所
用
途
米
等
と
し
て
史
料
に
み
え
、
防
鴨
河
役
・
宇
佐
使
供
給
夫
馬
等
と
共
に
宣
旨
に
よ
っ
て
賦
課
さ
れ
た
。
東
大
寺
の
場
合
、
次
の
よ
う
に
中
央
政
府
に
訴
え
、
課
役
免
除
を
獲
得
し
て
い
る
（
長
久
元
年
十
二
月
廿
八
日
「官宣旨案」〈東大寺一二’八一一一一一一’十五〉）”
ａ
所
宛
課
造
内
裏
雑
事
井
防
鴨
河
及
臨
時
雑
役
也
、
因
之
恒
例
寺
［閥怠力］
務
・
堂
全
ロ
修
理
元
方
、
兼
勤
殆
可
権
滞
、
請
天
裁
、
任
先
例
被□
、
免
除
件
等
之
奎
貝
、
偏
致
寺
務
之
営
者
東
大
寺
の
訴
え
は
、
課
役
免
除
に
よ
っ
て
停
滞
し
て
い
た
恒
例
の
事
務
と
堂
舎
修
理
を
偏
に
致
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
東
大
寺
の
伽
藍
修
造
の
目
的
が
、
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
□
諸
権
門
に
と
っ
て
、
造
内
裏
役
他
の
課
役
免
除
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
不
輸
荘
園
に
賦
課
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
中
央
政
府
の
性
格
の
変
化
を
み
た
か
ら
で
あ
る
。
十
一
世
紀
四
○
年
代
、
地
方
組
織
は
郡
郷
院
等
と
し
て
国
衙
に
直
結
す
る
形
で
再
編
さ
れ
、
公
田
官
物
率
法
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は
相
次
ぐ
国
司
苛
政
上
訴
の
背
後
に
、
在
地
領
主
層
の
台
頭
を
み
た
中
央
政
府
の
（７）
政
策
転
換
で
あ
っ
た
。
前
期
王
朝
国
家
に
お
い
て
は
、
国
内
支
配
は
国
司
に
委
任
さ
れ
て
い
た
が
、
公
田
官
物
率
法
は
、
国
司
の
恐
意
的
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
な
賦
課
を
規
制
し
、
中
央
政
府
が
地
方
支
配
を
回
復
し
た
こ
と
を
意
（８）
味
す
る
。
地
方
支
配
の
回
復
は
、
在
地
領
主
層
と
諸
権
門
の
結
び
つ
き
と
、
諸
権
門
の
荘
園
拡
大
を
規
制
す
る
意
図
を
も
つ
も
の
と
理
解
で
き
る
。
造
内
裏
役
他
の
賦
課
に
対
し
て
、
先
に
東
大
寺
が
課
役
免
除
を
獲
得
し
た
こ
と
を
み
た
が
、
こ
こ
に
は
、
必
要
な
荘
園
を
認
め
（９）
る
と
い
う
中
央
政
府
の
姿
勢
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
十
一
世
紀
中
葉
は
、
東
大
寺
を
め
ぐ
る
新
た
な
課
題
が
表
面
化
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
出
作
出
を
利
川
し
た
公
領
一
円
寺
領
化
に
代
わ
る
方
策
へ
の
転
換
で
あ
り
、
一
つ
は
、
東
大
寺
の
財
政
面
で
の
自
立
化
で
あ
る
。
前
者
は
、
伊
賀
国
黒
田
荘
の
出
作
田
が
新
立
荘
園
か
否
か
と
い
う
相論に敗北したことで生じた課題である。相論の発端は、
天喜元（一○五一一一）年三月廿七日「天喜元年宣旨」（一一一同
地
志
巻
百
五
）
で
あ
る
。
伊
賀
国
は
、
四
箇
郡
の
多
く
が
莊
園
化
し
て
い
る
が
「
是
等
已
前
司
公
則
朝
臣
之
立
券
所
々
也
」
と
し
、
そ
の
結果国務がかなわないばかりか、「如此住人従庄田外入作
マ
、
公
田
、
不
弁
進
官
物
、
不
勤
什
公
事
、
如
此
之
間
当
道
洛
物
敢
以
難
弁
済
者
」
と
中
央
政
府
に
訴
え
た
。
こ
れ
を
受
け
て
中
央
政
府
は
本
官
宣
旨
を
発
し
、
「
応
令
官
使
抜
前
前
司
藤
原
朝
臣
顕
長
任
以
後
庄
園
膀
示
、
催
徴
官
物
事
」
と
命
じ
た
（
東
大
寺
に
と
っ
て
の
要
求
（皿）
は
、
荘
民
の
出
作
し
た
公
領
の
一
円
寺
領
化
で
あ
っ
た
。
相
發
叩
の
中
’一一
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心
は
こ
の
点
に
あ
る
。
こ
の
相
論
は
、
官
使
や
随
員
が
荘
民
か
ら
矢
を
射
か
け
ら
れ
た
り
、
大
介
小
野
守
経
が
軍
事
力
に
よ
っ
て
官
物
徴
収
を
強
行
す
る
等
の
事
件
に
発
展
す
る
。
天
喜
三
（
一
○
五
五
）
年
十
二
月
廿
一
日
東
大
寺
は
「
早
下
遣
官
使
寺
家
所
領
杣
井
庄
ミ
等
、
堺
四
至
打
膀
示
、
氷
停
止
入
国
使
井
宛
国
役
者
」
と
官
裁
を
下
す
こ
と
を
中
央
政
府
に
訴
え
、
中
央
政
府
は
、
翌
四
年
閏
一
一
一
月
廿
六
日「膀」
「官宣旨」（東大寺一二’八一二四’’一一）を発して「如旧打□
示
」
よ
う
伊
賀
国
に
命
じ
た
。
「
如
旧
」
と
は
、
長
元
七
（
一
○
一
二
四
）
年
に
確
定
し
た
、
黒
田
本
荘
に
あ
た
る
板
蝿
杣
の
囚
至
に
戻
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
時
の
伊
賀
守
は
藤
原
顕
長
で
あ
り
、
「
天
（ｕ）
喜
元
年
宣
］
日
」
の
事
書
は
こ
の
こ
と
を
示
す
。
こ
の
決
定
は
、
他
の
杣
、
美
濃
国
大
井
・
茜
部
両
荘
に
も
適
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
杣
、
荘
園
の
囚
至
は
、
造
内
裏
役
等
が
免
除
さ
れ
た
長
久
年
間
の
囚
至
に
遡
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
伊
賀
国
黒
田
荘
を
め
ぐ
る
相
論
は
、
新
し
い
中
央
政
府
の
性
格
と
方
針
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
財
政
面
で
の
自
立
化
と
は
、
諸
家
・
寺
社
権
門
の
経
済
基
盤
は
封
戸
で
あ
っ
た
が
、
封
物
徴
収
が
停
滞
す
る
と
い
う
事
情
を
受
け
て
、
財
源
を
封
戸
か
ら
荘
園
に
転
換
す
る
努
（皿）
力
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
対
応
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
（週）
大
寺
の
選
択
は
、
封
物
便
補
地
の
領
有
化
で
あ
っ
た
。
便
補
は
、
封
物
未
済
の
対
策
と
し
て
官
物
を
充
て
る
も
の
で
あ
る
。
早
い
例
で
法
政
史
学
第
六
十
五
号
は
、
天
喜
四
（
一
○
五
六
）
年
三
月
廿
八
日
「
伊
賀
国
司
庁
宣
」
（東大寺一一一’六○○）に、「可早以去天喜二年官物内、弁
済
東
大
寺
封
物
後
、
申
請
公
郷
内
田
畠
事
」
と
あ
り
、
便
補
地
が
成
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
康
平
元
二
○
五
八
）
年
十
一
月
日
「
近
江
国雑掌秦安成解」（東大寺一’三一一一）は「所済勘文」で、
「
甲
賀
東
郡
」
「
絵
形
上
院
下
」
等
の
郡
院
名
を
記
す
が
、
こ
れ
は
（ｕ）
郡
院
収
納
所
か
ら
封
物
を
進
上
す
る
便
補
の
例
で
あ
る
。
便
補
地
は
、
十
二
世
紀
に
は
保
と
し
て
東
大
寺
領
と
な
る
が
、
こ
の
地
か
ら
の
収
入
は
伽
藍
修
造
に
充
て
ら
れ
、
開
発
を
前
提
と
す
る
国
役
等
一
色
不
輸
の
地
と
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
修
造
用
途
獲
得
の
た
め
、
積
極
的
に
取
り
組
む
東
大
寺
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
一
世
紀
中
葉
に
造
東
大
寺
所
が
廃
止
さ
れ
、
修
理
所
と
な
っ
た
（暇）
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
東
大
寺
は
、
寺
内
組
織
の
改
革
と
封
物
徴
収
体
制
の
転
換
を
図
る
。
こ
れ
は
、
右
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
公
文
所
が
成
立
し
、
別
当
の
下
に
政
所
ｌ
公
文
所
ｌ
寺
領
と
い
う
寺
領
経
営
体
制
が
（胆）
確立されたこと、封物徴収方法として、寺使を国衙に派建唱
（Ⅳ）
して徴収する弁補方式が採用されたこと、封物勘〈万を東大
寺
自
ら
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。
封
物
勘
会
は
民
部
省
の
管
轄
で
あ
っ
た
が
、
十
世
紀
に
入
っ
て
諸
家
諸
寺
に
移
さ
れ
た
。
し
か
し
、
東
大
寺
は
、
寺
内
組
織
の
整
備
が
遅
れ
た
た
め
十
一
四
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こ
こ
で
は
、
「
某
国
雑
掌
某
解
」
の
形
式
の
文
書
を
中
心
に
、
国
雑
掌
の
職
掌
、
地
位
の
順
に
検
討
す
る
。
国
雑
掌
の
職
掌
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
「
雑
掌
所
し
職
専
在
・
公文一」（寛平三〈八九一〉年五月廿九日「大政官符」〈類
聚
三
代
格
巻
十
九
〉
）
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
承
和
十
（肥）
世紀中葉に先捗ったという。
「
新
た
な
領
域
支
配
秩
序
の
形
成
」
と
は
、
中
央
政
府
が
す
べ
て
を
統
括
す
る
こ
と
を
や
め
、
諸
家
諸
寺
が
長
久
年
間
に
不
輸
を
認
め
ら
れ
た
荘
園
や
封
戸
を
財
政
基
盤
と
し
て
自
立
す
る
よ
う
、
方
針
を
転
換
し
た
と
い
う
一
面
を
も
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
大
寺
の
天
喜
・
康
平
年
間
の
伽
藍
修
造
は
、
「
新
た
な
領
域
支
配
秩
序
の
形
成
」
、
新
た
な
所
領
獲
得
等
を
背
景
と
し
、
寺
内
組
織
を
整
え
て
展
開
し
た
具
体
的
な
事
業
で
あ
っ
た
。
東
大
寺
は
、
伽
藍
修
造
用
途
と
な
る
封
物
の
完
済
を
国
衙
に
求
め
た
。
東
大
寺
と
国
衙
の
間
で
は
、
東
大
寺
が
発
給
す
る
「
返
抄
」
「
牒
」
と
、
阿
衙
発
給
の
勘
会
文
書
「
所
済
勘
文
」
、
納
品
書
と
し
て
の
「
進
上
文
」
が
概
（⑲）
ね
対
応
す
る
形
で
往
復
す
る
。
国
衙
側
で
は
、
国
雑
掌
が
文
聿
日
の
発
給
者
と
な
っ
た
。
東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
に
、
十
一
世
紀
中
葉
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
二
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（八四一一一）年一一一月十五日「太政官符」（同巻八）に「調庸
井雑交易等物納畢之日、郡司綱領受刈取諸司諸家返抄収文一
付。授雑掌一、ミミ為し請一返抄一与。寮官巨共勘刈会抄帳一」、ま
た斉衡三（八五六）年六月五日「太政官符」（同巻十二）
に、「明年二月一日作：未進結解・移：於主計寮一、其移到時、
使
若
雑
掌
依
し
実
弁
申
」
と
あ
っ
て
、
国
雑
掌
は
、
返
抄
収
文
を
集
め
て
勘
会
に
与
り
、
返
抄
を
受
け
る
者
で
、
そ
の
た
め
に
は
速
や
か
な
未
進
弁
済
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。
で
は
、
東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
の
職
掌
も
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
「
某
国
雑
掌
某
解
」
は
、
国
衙
が
発
給
す
る
、
東
大
寺
と
の
勘
会
文
書
で
あ
る
「
所
済
勘
文
」
と
、
封
物
進
上
の
都
度
発
給
さ
れ
る
、
納
品
書
と
し
て
の
「
進
上
文
」
の
二
つ
の
様
式
を
も
つ
。
「
所
済勘文」の一例として、「砦狭国雑掌秦成安解」（束大寺一
’
三
○
五
）
を
用
い
る
。
ｂ
若
狭
国
雑
掌
秦
成
安
解
申
進
天
喜
三
四
両
年
東
大
寺
御
封
所
済勘文事、
＊「百七十五石一一一斗八合」
、天喜三年料准米百五十一一石一斗八合
ミ
ミ
ミ
く
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
（調庸等略）
一一箇年前分川五石」ハ升一合六夕
ｒ
、
Ｉ
ｊ
ｊ
＊
「
庁
料
三
石
五
斗
七
合
六
夕
」
租
穀
二
百
石
代
几
十
石
五
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法
政
史
学
第
六
十
五
号
＊「百七十兀石三斗八今」
、
同
四
年
料
准
米
百
五
十
二
石
一
斗
八
合
、
｝
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
＊「郡〈Ⅱ准米
、「、
一一箇年丼（「）‐‐「ｌ「
ミ
ミ
ミ
ミ
ー
一一一百八十九石一斗八升五合一一夕」
井准米一一一百四石二斗一升六合
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
／‐‐「、所済四百十一一一石六斗八〈口
＊「斗欠川石一一一斗」、、
百
五
十
一
石
五
斗
天
喜
一
二
年
料
重
兼
宿
禰
請
＊「斗欠十二石」
六
十
石
同
四
年
御
寺
使
念
慶
請
＊「斗欠川石四斗一一升一合六夕」
百
五
十
二
石
一
斗
八
〈
口
同
六
年
御
寺
使
念
慶
請
＊「斗欠九石」
Ⅲ
石
同
五
年
十
二
月
日
御
寺
使
念
慶
請
＊「斗欠川而」
廿
石
、
同
五
年
十
二
月
日
御
寺
使
念
慶
請
＊「Ⅱ凹而四斗一一升二今八夕」
勘
過済百九石一一一斗九升一一〈口＊「件過済者越斗欠了Ⅷ」
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
右
、
勘
文
注
進
如
件
、天
喜
五
年
月
日
雑
掌
秦
成
安
＊「尚斗欠五十三石四斗一升四合一一夕一一才石別一一斗定
所
同五年色月当「同一別也未済
勘
中
都
維
那
法
師
（
草
名
）
文
書
ｂ
は
、
天
喜
三
四
両
年
の
年
料
を
記
し
、
東
大
寺
は
、
前
分
・
庁
料
を
加
え
て
勘
注
を
行
っ
て
い
る
。
天
喜
五
、
六
両
年
の
所
済
が
あ
る
た
め
「
所
済
勘
文
」
で
は
過
済
と
さ
れ
た
が
、
勘
会
は
天
喜
五
年
科
を
含
め
て
行
わ
れ
、
結
果
は
奥
書
の
よ
う
に
、
天
喜
五
年
（卯）
料
と
斗
欠
五
十
一
二
石
四
斗
余
が
未
済
と
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
国
雑
掌
は
、
寺
使
請
文
を
集
め
、
勘
会
用
文
書
で
あ
る
「
所
済
勘
文
」
を
発
給
し
、
東
大
寺
と
の
勘
会
に
臨
む
者
と
い
う
姿
が
見
出
せ
る
。
「進上文」は、「周防国雑掌秦成安解案井同国守藤原隆方
切
符
案
」
（
東
大
寺
一
’
二
七
四
）
を
例
と
し
て
用
い
る
。
ｃ
周
防
国
雑
掌
秦
成
安
解
巾
進
上
束
大
寺
御
封
米
事
、
合一一一百石
右
、
年
年
料
残
、
進
上
如
件
、
以
解
、
永
承
四
年
月
Ⅱ
雑
掌
秦
成
安
之
下
梶
取
定
三
百
六
十
石
中
米
可奉下一二百四十五石事狐鰍作珂斫艸肋叶畑斫〈皿
右、東大寺去永承一一一年以往御封内、且可奉下、取使請
文、
永
承
四
年
二
月
日
（隆方）
周
防
守
藤
原
朝
臣
文書ｃは、周防国の永承三年以往の未済分一一一百石を進上
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
□
国
守
藤
原
隆
方
の
切
符
が
あ
り
、
運
賃
は
正
米
の
五
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
周
辺
の
納
所
で
の
受
け
渡
し
（皿）
とみることができる。「年年料残」という文一一一一口から、国雑
六
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掌
は
、
「
進
上
文
」
の
発
給
と
共
に
、
封
物
の
年
毎
の
所
定
料
、
所
済
実
績
と
未
済
等
を
管
理
す
る
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
久
安
一
一
一
（
一
一
四
七
）
年
二
月
十
一
日
「
摂
津
同
雑
掌
秦
成
〈犯）
安解」には、「於新御願檀者不梺、神社仏寺権門勢家、平均
可
支
配
之
由
」
と
あ
り
、
国
雑
掌
が
国
役
を
国
内
に
配
分
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
喜
二
（
一
○
五
四
）
年
一
一
月
廿
三
日
「
官
宣
旨
案
」
（東大寺一一一’八三三’一七）は、美濃国が東大寺領人丼・
西
部
両
荘
を
収
公
し
た
こ
と
を
東
大
寺
が
不
当
と
訴
え
た
の
に
対
し
、
中
央
政
府
が
美
濃
国
に
収
公
の
停
止
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
（
源
）
（
型
（マ、）
文中に「就中前司頼国朝臣任中、如申一日一］日、於国内、不論
［机］
〔有］
権
門
庄
園
・
不
輸
机
川
、
宛
負
御
馬
逓
送
・
宮
使
供
給
・
惜
馬
・
夫
役
等
了
」
と
あ
っ
て
、
同
役
が
権
門
勢
家
・
不
輸
和
田
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
は
国
雑
掌
は
み
え
な
い
が
、
国
雑
掌
が
同
役
配
分
に
関
わ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
国
雑
掌
の
国
役
配
分
は
、
天
喜
二
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
国
雑
掌
の
職
掌
は
、
寺
使
請
文
・
返
抄
を
集
め
て
東
大
寺
と
の
勘
会
に
臨
み
、
「
所
済
勘
文
」
「
進
上
文
」
を
発
給
し
、
封
物
・
国
役
の
内
容
や
賦
課
に
応
じ
て
そ
れ
ら
を
国
内
に
配
分
す
る
と
共
に
、
そ
の
実
績
を
管
理
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
官
物
も
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
前
述
し
た
「
近
江
国
雑
掌
秦
安
成
解
」
は
、
国
雑
掌
が
近
江
同
郡
院
収
納
所
の
官
物
の
進
上
量
を
把
握
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
十
一
世
紀
中
葉
、
東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
は
、
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
の
全
責
任
者
で
あ
っ
た
。
公
文
を
専
ら
と
す
る
職
掌
か
ら
、
全
責
任
者
へ
と
い
う
国
雑
掌
の
職
掌
の
変
化
は
、
同
守
遙
任
に
伴
い
国
雑
掌
が
国
内
支
配
を
担
う
立
場
に
な
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
封
物
・
官
物
の
請
負
化
の
全
面
的
な
展
開
が
要
因
で
あ
る
。
郡
郷
院
に
は
そ
れ
ぞ
れ
を
単
位
に
収
納
所
が
お
か
れ
た
が
、
こ
れ
ら
収
納
所
も
ま
た
請
負
的
性
格
を
帯
び
る
（型）
よ
う
に
な
っ
た
。
留
意
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
朝
廷
貴
族
の
関
心
事
は
、
複
雑
な
手
順
を
も
つ
各
種
行
事
が
、
所
定
の
時
期
に
滞
（躯）
り
な
く
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
占
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
十
一
世
紀
に
み
ら
れ
る
状
況
が
、
同
雑
掌
の
職
掌
を
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
の
全
責
任
者
に
押
し
上
げ
た
Ⅱ
こ
の
よ
う
な
同
雑
掌
は
、
中
央
政
府
の
地
方
支
配
の
要
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
きる。次に
、
国
雑
掌
は
ど
の
よ
う
な
立
場
の
者
が
任
じ
ら
れ
た
の
か
□
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
中
央
下
級
有
人
が
兼
務
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
在
国
の
月
代
・
在
庁
官
人
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
国
守
・
月
代
と
の
関
係
を
通
し
て
考
え
る
。
文
書
ｃ
は
、
「
国
司
切
符
」
と
一
体
と
な
っ
た
「
進
上
文
」
で
あ
る
が
、
同
じ
構
造
を
も
つ
文
書
に
「
左
馬
助
藤
原
祐
康
切
符
進
化
文
案
」
（
東
大
寺
一
’
一
三
八
）
が
あ
る
。
一七
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ｄ
進
上
材
木
下
文
一
枚
右
、
依
仰
進
上
如
件
、
早
彼
守
朝
臣
許
可
遣
仰
、
祐
康
誠
恐
謹
一一一一口、
用
康
仔
二
年
四
月
一
日
左
馬
助
藤
原
祐
康
可奉下材木事、
（内訳略）
（マ、）
右
、
件
紀
伊
国
材
木
之
内
、
可
奉
下
醍
醐
法
務
御
房
使
使
之
状
如
件
、
似
、
可
取
使
請
文
、
康
平
二
年
四
月
一
日
左
馬
助
藤
原
朝
臣
存
判
奉
和
泉
守
御
舘
大
津
木
御
目
代
御
宿
文
書
ｄ
は
、
東
大
寺
へ
材
木
を
進
上
す
る
に
当
っ
て
祐
康
が
発
給
し
た
も
の
で
、
前
半
部
が
「
進
上
文
」
、
後
半
部
が
「
切
符
」
で
あ
る
。
材
木
は
、
和
泉
守
納
所
の
大
津
木
屋
で
引
き
渡
さ
れ
た
。
文
書
ｃ
ｄ
を
比
べ
る
と
、
東
大
寺
へ
の
進
上
が
封
物
か
「
依
仰
」
っ
た
か
、
下
文
の
宛
先
が
梶
取
か
寺
使
か
、
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
両
文
書
は
同
じ
構
造
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
文
書
ｃ
の
発
給
者
は
同
一
人
物
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
国
雑
掌
は
国
守
そ
の
も
の
と
い
（妬）
鱈
え
る
。
な
お
、
文
書
ｄ
は
末
尾
に
「
和
泉
守
御
舘
」
「
大
津
木
御
目
代
御
宿
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
祐
康
は
和
泉
守
の
弁
済
使
で
あ
っ
た
法
政
史
学
第
六
十
五
号
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
関
係
を
示
す
具
体
的
な
史
料
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
「
御
舘
」
は
家
政
機
関
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
東
大
寺
の
「
依
仰
」
っ
て
大
津
木
屋
か
ら
材
木
を
進
上
で
き
た
の
は
、
祐
康
が
和
泉
守
と
私
的
な
関
係
に
あ
っ
た
た
め
と
い
え
る
。
十
二
世
紀
後
半
に
日
向
国
弁
済
使
が
、
輪
田
泊
石
掠
造
築
役
を
命
じ
る
官
符
に
、
国
雑
掌
名
で
請
文
を
発
給
し
て
い
る
Ｓ
山
槐
記
」
治
承
四
年
三
月
五
日
条
）
こ
と
か
ら
、
国
雑
掌
と
弁
済
使
は
実
体
は
同
一
で
あ
り
、
弁
済
便
を
私
的
に
お
く
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
経
緯
か
（、）
ら
、
公
文
上
は
国
雑
掌
と
い
う
名
称
を
用
い
た
。
し
か
し
東
大
寺
は
、
国
雑
掌
と
弁
済
便
は
別
の
立
場
と
捉
え
て
い
る
。
嘉
保
三
（
一
○
九
六
）
年
、
東
大
寺
の
伽
藍
修
造
や
返
抄
の
発
給
に
関
し
て
、
東
大
寺
と
若
狭
国
・
土
佐
国
と
の
相
論
が
発
生
し
て
い
る
（
東
大
寺
六
（羽）
’
一
一
五
六
他
）
。
こ
の
中
で
東
大
寺
は
、
依
然
と
し
て
伽
藍
は
荒
廃
し
て
い
る
が
修
造
が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
年
々
封
物
が
減
少
し
寺
用
の
不
足
が
多
い
た
め
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
弁
済
使
の
非
法
と
雑
掌
の
横
法
に
よ
る
こ
と
等
を
訴
え
て
い
る
。
同
雑
掌
と
弁
済
使
が
同
一
文
書
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
は
、
国
雑
掌
は
封
物
の
管
理
者
と
し
て
、
弁
済
使
は
承
和
十
年
官
符
の
綱
領
郡
司
に
相
当
す
る
も
の
と
、
そ
の
役
割
が
異
な
る
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
に思う。
さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
国
雑
掌
は
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
八
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の
全
責
任
者
で
、
国
内
で
配
分
す
る
立
場
で
あ
っ
た
か
ら
、
国
雑
掌
に
は
在
地
性
が
求
め
ら
れ
る
。
次
に
月
代
と
の
関
係
を
み
た
い
。
目
代
が
封
物
進
上
に
関
わ
っ
て
い
る
例
は
、
天
喜
四
（
一
○
五
六
）
年
十
河
廿
五
Ⅲ
「
若
狭
国
雑
掌
秦
成
安
解
案
」
（
束
大
寺
一
’
一
一
九
一
）
が
あ
る
。
本
文
書
は
砦
狭
国
の
天
専
元
、
二
両
年
の
「
所
済
勘
文
」
で
あ
る
が
、
東
大
寺
に
よ
っ
て
「
国
目
代
吉
近
」
と
い
う
裏
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。
若
狭
国
の
封
物
が
若
狭
国
か
ら
進
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
同
国
「
進
上
文
」
の
運
賃
が
三
十
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
川
ら
か
で
あ
る
。
「
脚
Ⅱ
代
卉
近
」
と
い
う
裏
書
は
、
東
大
寺
の
封
物
徴
収
に
際
し
て
、
目
代
吉
近
が
対
応
し
た
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
月
代
に
つ
い
て
、
大
石
頂
正
氏
は
、
「
当
時
の
同
守
日
代
は
必
ず
し
も
一
人
で
は
な
く
、
分
配
月
代
・
公
文
目
代
な
ど
職
務
を
そ
の
呼
称
と
す
る
何
人
か
の
Ⅱ
代
が
い
た
と
い
わ
れ
て
」
お
り
、
注
意
す
べ
き
は
「
Ⅱ
代
が
川
守
の
私
吏
で
あ
っ
て
、
川
守
に
（羽）
個
人
的
に
従
属
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
」
を
指
摘
さ
れ
る
。
十
一
肚
紀
前
後
の
国
衙
に
は
留
守
所
が
お
か
れ
、
留
守
所
に
は
税
所
・
田
所
等
の
在
庁
組
織
が
あ
っ
た
。
目
代
に
つ
い
て
み
る
と
、
留
守
所
全
体
を
統
括
す
る
Ｈ
代
と
、
在
庁
組
織
毎
に
Ⅱ
代
が
お
か
れ
て
い
た
。
前
者
は
、
国
司
の
代
行
者
、
中
央
系
ｕ
代
と
い
う
べ
き
者
で
、
在
京
同
守
と
国
衙
と
を
結
ぶ
役
割
を
も
つ
立
場
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
在
国
司
と
も
い
う
べ
き
在
地
系
の
月
代
で
、
在
庁
組
織
の
中
核
と
し
て
在
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
地
支
配
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
在
庁
官
人
で
あ
っ
て
月
代
的
性
（釦）
格を帯びる者であった。「国月代士口近」とは、どの月代か
特
定
は
で
き
な
い
が
、
在
庁
組
織
の
目
代
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
石
氏
が
指
摘
さ
れ
る
複
数
の
Ⅱ
代
と
は
、
留
守
所
の
こ
れ
ら
の
Ⅱ
代
を
指
し
て
の
こ
と
と
思
う
。
国
雑
掌
と
国
守
の
関
係
を
具
体
的
に
示
す
例
に
、
寛
治
八
二
○
九
四
）
年
十
一
月
廿
四
日
「
摂
津
国
前
雑
掌
文
書
紙
樛
後
状
解
文
」
（朝野群載巻廿七）がある。本文書は、応徳二一一｜寛治元年
料
今
文
等
を
抄
帳
に
付
し
て
主
計
寮
に
提
出
し
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
て
「
雌
し
然
有
二
後
日
枇
樛
者
、
国
司
相
共
可
し
令
：
申
沙
汰
一
也
」
と
い
い
、
勘
会
に
先
立
っ
て
ま
ず
惣
返
抄
を
得
た
い
と
述
べ
る
。
「
国
司
相
共
」
と
あ
り
、
国
雑
掌
と
国
守
は
別
の
立
場
と
し
て
位
満
付
け
ら
れ
て
い
る
点
に
注
Ⅱ
し
た
い
。
国
雑
掌
は
国
守
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
同
守
と
私
的
に
結
び
つ
い
た
複
数
の
凹
代
で
あ
っ
た
。
文
書
ｄ
の
祐
康
は
東
大
寺
に
何
ら
か
の債務があり、「進上文」「切符」に署名したが、文書ｃの
周
防
国
「
進
上
文
」
の
署
名
は
、
川
守
と
ｎ
代
と
い
う
右
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
雑
掌
が
在
川
Ⅱ
代
、
在
庁
官
人
と
も
み
え
る
の
は
、
留
守
所
の
形
態
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
十
一
・
十
二
世
紀
の
国
雑
掌
は
、
一
様
に
某
成
安
と
い
う
仮
名
を
名
乗
る
。
大
和
国
大
田
犬
九
名
は
、
宮
廷
楽
人
で
あ
る
山
九
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東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
は
、
康
平
二
二
○
五
九
）
年
を
最
後に史料からみえなくなる。前述した嘉保三（一○九六）
年
に
お
い
て
も
東
大
寺
の
伽
藍
は
依
然
と
し
て
荒
廃
し
て
お
り
、
こ
の修造は課題となっていた。また伽藍修造は、課役免除の
獲得と便補地の領有化につながる事業であったから、東大
寺が伽藍修造を終えたとは思えない。国雑掌が史料からみ
え
な
く
な
る
背
景
と
し
て
、
天
喜
・
康
平
年
間
に
、
東
大
寺
に
よ
る
勘会手続きの変化と、債務関係をとり入れた封物徴収方法
（犯）
の採用が老』えられる。
この時期の東大寺による勘会の特徴は、「所済勘文」へ
の
勘
注
に
拘
わ
ら
ず
、
新
た
に
「
東
大
寺
政
所
封
物
所
済
未
済
勘
文」（以下「政所勘文」という）が用いられて、未済が確
定されていることである。また、封物徴収にも関係して
（鋼）
『封戸勘記」が成立する。
法政史学第六十五号（、）
村氏の仮名とみられている。土佐国雑掌紀頼兼は、右官掌
であった。某成安という仮名は、本官を別にもつことから
用いられた名であるが、複数の月代が封物・官物・国役徴
収に関わったために、単人称としての共通の名を用いたと
も
い
え
る
。三東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
の
消
滅
「
政
所
勘
文
」
は
、
次
に
示
す
天
喜
五
二
○
五
七
）
年
十
一
月
廿三Ⅱ付文書（東大寺一’三○一）が、文書ｂの奥書にあ
る未済算定に用いられているのを確認できる。
ｅ
東
大
寺
政
所
勘
申
若
狭
国
御
封
三
箇
年
所
済
未
済
状
調塩廿四石料堅塩八百果果別一一一升代米冊八石升別
一一升
庸
米
廿
一
石
九
斗
中
男
作
物
紙
八
百
帳
代
銭
八
百
文
封
丁
二
人
養
米
十
石
人
別
五
石
功
銭
川
貫
六
百
八
文
人
別
二
賃
三
百
四
文
租
穀
二
百
而
代
米
九
十
石
石
別
四
斗
五
升
已
上
米
百
七
十
五
石
三
斗
八
合
前
分
石
別
一
斗
（マ、）
庁
料
石
料
一
升
井
五
已上二百十四石七升七ヘロセタ
ミ
ミ
ミ
（正米等内訳略）
同
四
年
同
五
年
巳
上
色
目
同
前
都合一一一箇年所当米六百四十二石一一斗一一一升一一一合一夕
天
喜
三
年
料
百
七
十
五
石
三
斗
八
合
－
○
Hosei University Repository
（所済、未済略）
右
、
勘
注
如
件
、
（
年
月
日
、
都
維
那
法
師
署
塙
略
）
本文書は、天喜一一一～五年三箇年科の勘文である。文書ｂ
は
、
天
喜
三
、
四
両
年
料
の
「
所
済
勘
文
」
で
あ
っ
た
が
、
東
大
寺
は
文
書
ｅ
に
よ
っ
て
三
箇
年
科
を
勘
会
し
た
。
そ
の
結
果
、
犬
喜
五
年
科
と
斗
欠
五
十
三
石
四
斗
余
が
未
済
と
さ
れ
た
。
こ
の
未
済
は
、
文
書
ｅ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
た
。
Ｏ
「
汽
珊
①
」
川
國
柑
華
の
色
・
■
ｌ
「
汽
珊
ワ
」
司
熟
一
三
⑦
Ⅱ
旨
Ｐ
①
創
、旨⑭。①ｌ州咄凶枅華」「①．②Ⅱ記・一団：。￥茸
（繊冊一Ⅲ雌○八房￥汁割一胖芭ご瀞パ汁・）
な
お
、
文
書
ｂ
勘
注
の
斗
欠
合
計
は
八
五
・
七
石
で
あ
り
、
過
済
二
四
・
四
石
を
減
算
し
て
も
六
一
・
’
一
一
石
と
な
っ
て
、
勘
注
か
ら
算
定されていないことがわかる。文書ｅは、蒋狭脚天専一一一、
四
両
年
料
の
勘
会
に
あ
た
っ
て
東
大
寺
が
作
成
し
た
内
部
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
文
書
ｅ
の
天
専
一
二
年
料
を
み
る
と
、
調
庸
等
と
そ
の
合
計
面
七
十
五
石
三
斗
八
合
に
続
い
て
、
前
分
石
別
一
斗
、
庁
料
而
別
一
升
と
い
う
、
正
米
に
対
す
る
算
定
割
合
を
記
載
す
る
。
勝
山
清
次
氏
は
、
天
喜
四
年
に
は
「
封
戸
勘
記
』
で
定
着
す
る
前
分
・
庁
料
が
勘
会
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
右
の
前
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
（弧）
分・庁料の割くⅡは「封一川勘記」に従った価である。「封戸
勘
記
」
は
、
東
大
寺
の
勘
会
資
料
と
し
て
、
封
戸
国
と
の
年
料
に
つ
い
て
の
相
論
を
断
ち
、
封
物
増
徴
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
康
平
元
年
、
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
遠
く
な
い
時
期
に
成
（躯）
立
１
」
た
と
い
う
。
伊
賀
国
や
近
江
国
の
官
物
か
ら
の
便
補
が
天
喜
・
康
平
年
間
に
成
立
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
「
封
戸
勘
記
」
の
成
立
は
、
便
補
地
と
さ
れ
た
上
地
か
ら
、
所
定
の
年
料
を
あ
た
か
も
荘
園
の
地
子
物
の
如
く
、
東
大
寺
が
徴
収
す
る
権
利
を
得
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
「
所
済
勘
文
」
「
進
上
文
」
に
よ
ら
な
い
手
続
き
へ
の
移
行
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
債
務
関
係
を
と
り
入
れ
た
封
物
徴
収
は
、
東
大
寺
が
封
物
徴
収
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
の
力
法
で
あ
る
。
大
石
直
正
氏
は
、
東
大
寺
の
封
物
に
関
わ
る
寺
使
の
う
ち
、
念
慶
の
若
狭
国
封
物
徴
収
と
東
大
寺
へ
の
納
入
内
容
、
時
期
等
を
集
計
し
検
討
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
念
慶
は
若
狭
国
か
ら
の
封
物
授
受
に
関
係
な
く
封
物
を
束
大
寺
に
納
め
て
い
る
こ
と
、
そ
の
内
容
は
、
八
丈
紺
・
下
向
召
馬
・
大
仁
王
会
仏
供
料
等
多
様
な
品
目
で
あ
る
こ
と
、
こ
こ
に
は
封
物
の
前
納
制
・
代
納
制
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
念
慶
も
ま
た
封
物
の
請
負
（弧）
者
の
一
人
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
し
」
い
わ
れ
る
。
束
大
寺
は
、
修
造
用
途
獲
得
の
た
め
、
封
戸
国
か
ら
の
進
上
に
加
え
て
、
社
会
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
債
務
関
係
を
効
果
的
に
と
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
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「
封
戸
勘
記
」
の
成
立
と
合
わ
せ
、
天
喜
・
康
平
年
間
は
、
東
大
寺
に
と
っ
て
転
換
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
「
所
済
勘
文
」
「
進
上
文
」
へ
の
依
存
度
を
低
下
さ
せ
、
両
文
書
に
よ
ら
な
い
封
物
徴
収
手
続
き
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
十
一
世
紀
後
半
に
確
認
で
き
る
と
思
う
。
こ
こ
に
、
東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
は
、
両
文
書
の
発
給
主
体
と
し
て
の
職
掌
を
必
要
と
し
な
く
な
り
、
国
雑
掌
は
史
料
に
み
え
な
く
な
る
０
次
に
、
国
雑
掌
以
後
、
十
一
世
紀
後
半
の
東
大
寺
の
封
物
徴
収
手
続
き
を
み
た
い
。
こ
の
時
期
の
封
物
に
関
す
る
文
書
に
は
、
東
大
寺
か
ら
国
衙
に
宛
て
た
「
東
大
寺
牒
」
、
国
衙
の
請
文
と
な
る
「
国
牒
」
、
封
物
完
済
時
に
発
給
さ
れ
る
「
惣
返
抄
」
、
そ
し
て
「
仮
納
返
抄
」
が
あ
る
。
各
文
書
は
、
承
保
二
（
一
○
七
五
）
年
か
ら
嘉
保
二
つ
○
九
五
）
年
に
か
け
て
史
料
に
あ
ら
わ
れ
、
い
ず
れ
の
文
書
に
も
国
雑
掌
は
み
ら
れ
な
い
。
発
給
時
期
は
異
な
る
が
、
越
後
国
に
関
す
る
寛
治
七
二
○
九
一一一）年「東大寺牒」（東大寺二’四九八）と、承保二（一
○七五）年「越後国牒」（東大寺三’六一一一一一）を例に用い
る
。
両
文
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ｆ
東
大
寺
牒
越
後
国
衙
欲
被
早
任
例
、
弁
済
寺
家
当
年
封
戸
調
庸
雑
物
事
法
政
史
学
第
六
十
五
号
使
牒
、
件
封
戸
調
庸
雑
物
等
、
参
期
有
限
、
寺
用
又
定
突
、
佃
牒
送
如
件
、
乞
衙
察
状
、
早
任
例
可
被
弁
済
之
状
、
以
牒
、
寛
治
七
年
十
月
十
一
日
（別当等の加署略）
９
越
後
国
牒
東
大
寺
衙
来
牒
一
紙
、
被
載
、
可
弁
済
寺
家
当
年
封
戸
調
庸
雑
物
等
事
得八月十一一一日寺牒、今月十三Ⅲ到来偶、寺家封戸調庸
雑
物
、
参
期
有
限
、
寺
川
多
端
、
乞
哉
察
状
、
任
例
可
弁
済
者
、
依
来
牒
之
旨
、
可
致
参
期
勤
之
状
所
請
如
件
、
乞
哉
衙
察
状、以牒、承
保
二
年
九
月
廿
二
Ⅱ
守
従
五
位
下
源
朝
臣
「
頼
仲
」
従
五
位
下
行
介
豊
原
朝
臣
「
弘
国
」
文
書
ｆ
に
対
し
、
文
書
ｇ
が
請
文
と
し
て
対
応
し
て
い
る
。
封
物
の
名
称
は
、
天
喜
・
康
平
年
間
は
「
御
封
」
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
両
文
書
は
「
封
戸
勘
記
」
に
従
っ
て
「
封
戸
調
庸
雑
物
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
十
一
枇
紀
中
葉
、
例
え
ば
文
書
ｃ
と
異
な
る
点
は
、
一
つ
は
、
東
大
寺
は
「
参
期
有
限
」
、
越
後
国
は
「
可
致
参
期
勤
」
と
い
う
文
言
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
、
｜
つ
は
、
両
文
書
に
封
物
の
数
量
の
記
載
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
、
「
封
戸
勘
一一一
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表１１１世紀後半の１J]守と封物関係文書国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
函■函四・・■・・・・・・・；洲峨鮒‐
１
Z抄」
欄の
Z抄」
遺文」
よ、対象年を矢印にて、年数を九数字にて、発給は△にてそれぞれ表示した。
｢国」は「国牒｣、「寺」は「東大寺牒」を示す。
よ「東大寺諸国御封返抄書上」（｢東大寺文書目録」第２部136、寛治８年頃、
４巻1334号）によった。
￣
＝￣
年 越後国守 牒 惣返抄
美作国
守 牒 惣返抄
上野国
守 牒 惣返抄
東大寺
別当
延久４
〃５
承保元
〃２
〃３
承暦元
〃２
〃３
〃４
永保元
〃２
〃３
応徳元
〃２
〃３
寛治元
〃２
〃３
〃４
〃５
”６
”７
嘉保元
〃２
永長元
承徳元
源
頼
国
高
階
為
章
源
国
明
月７
》
藤
原
季
綱
大
江
匡
房
胡
月９
源
清
長
藤
原
忠
教
Ｉ
▲〒－－－－－－－古▽△
１
月
国
●
寺
●
△△
Ｉ
寺
●
寺
1０月
●１０月
●10月
寺
⑤
△
△
⑨
信
覚
◆
◆△
慶
信
⑧
④
！△
△
‐
月０１
寺
●
高階業房鯛
藤
原
定
俊
源
家
宗
△
原藤
経
範
壱不邦
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記
』
に
国
毎
の
封
物
の
所
定
料
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
書
に
記
載
を
要
し
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
「
惣
返
抄
」
と
共
に
考
え
た
い
。
前
述
し
た
承
保
二
年
か
ら
嘉
保
二
年
に
み
ら
れ
る
「
惣
返
抄
」
の
う
ち
、
越
後
国
、
美
作
国
、
上
野
国
の
表
れ
〃
を
み
る
と
、
表
一
の
よ
う
に
な
る
。
「
惣
返
抄
」
は
、
例
え
ば
越
後
守
高
階
為
章
は
、
前
司
任
終
年
と
任
中
四
箇
年
の
計
五
箇
年
を
一
括
し
て
受
け
て
い
る
。
「
東
大
寺
牒
」
と
の
関
連
で
は
、
美
作
守
大
江
匡
房
の
任
終
年
に
、
上
野
守
高
階
業
房
の
任
終
年
に
そ
れ
ぞ
れ
「
東
大
寺
牒
」
を
受
け
、
「
惣
返
抄
」
は
各
任
終
年
の
前
年
ま
で
を
一
括
さ
れ
て
い
る
。
「
東
大
寺
牒
」
は
発
給
年
に
偏
り
が
あ
り
、
「
国
牒
」
は
越
後
国
一
通
の
み
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
十
一
世
紀
後
半
、
東
大
寺
封
物
の
勘
会
は
、
国
守
任
終
年
に
「
東
大
寺
牒
」
が
発
給
さ
れ
、
前
守
任
終
年
と
当
任
任
終
前
年
ま
で
の
勘
会
を
一
括
し
て
行
う
方
法
で
あ
っ
た
と
椎
図１１１世紀後半の封物
徴収手続き 法政
史
学
第
六
十
五
号
寺
使
に
よ
る
封
物
徴
収
仮
納
返
抄
発
給
封
戸
勘
記
国
守
任
終
年
東
大
寺
牒
発
給
国
牒
発
給
国
司
請
文
封
戸
勘
記
惣未
返済
抄弁
発済
給後
行
わ
れ
て
い
た
。
東
大
寺
は
寺
使
を
派
遣
、
「
封
戸
勘
記
」
に
従
っ
て
便
補
地
か
ら
封
物
を
徴
収
し
「
仮
納
返
抄
」
を
発
給
１
国
守
任
終
年
に
「
東
大
寺
牒
」
を
発
給
ｌ
国
司
は
請
文
で
あ
る
「
国
牒
」
を
発
給
１
国
雑
掌
は
「
仮
納
返
抄
」
を
収
集
し
東
大
寺
と
の
勘
会
に
脇
む
ｌ
未
済
弁
済
後
、
東
大
寺
は
「
惣
返
抄
」
を
発
給
□
こ
れ
を
図
示
す
る
と
図
ｌ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
十
一
世
紀
後
半
に
は
、
同
雑
掌
に
よ
ら
な
い
封
物
徴
収
手
続
き
が
見
い
出
せ
る
。
し
か
し
、
国
雑
掌
が
依
然
と
し
て
封
物
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
嘉
保
三
（
一
○
九
六
）
年
に
国
雑
掌
が
弁
済
使
と
共
に
文
書
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
、
摂
津
国
に
お
い
て
久
安
三
（
一
一
四
七
）
年
に
、
新
御
願
檀
役
を
国
雑
掌
が
配
分
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
十
一
世
紀
後
半
「
仮
納
返
抄
」
の
収
集
や
東
大
寺
と
の
勘
会
は
、
国
雑
掌
の
役
割
で
側
で
き
る
。
文
書
ｆ
の
「
参
期
有
限
」
と
文
書
ｇ
の
「
可
致
参
期
勤
」
の
文
言
は
、
国
守
任
終
年
に
封
物
清
算
の
年
が
到
来
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
仮
納
返
抄
」
は
ほ
ぼ
各
年
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
封
物
は
毎
年
東
大
寺
に
よ
る
徴
収
が
行
わ
れ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
一世紀後半の封物徴収手続きは、次の方法で
－－コ￣
lIq
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本
稿
で
は
、
十
一
・
十
二
世
紀
の
阿
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
に
つ
い
て
、
東
大
寺
封
物
に
係
る
国
雑
掌
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
国
雑
掌
は
、
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
の
全
責
任
者
で
あ
り
、
留
守
所
の
中
央
系
・
在
庁
組
織
の
複
数
の
Ⅱ
代
が
関
わ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
故
に
某
成
安
な
る
単
人
称
の
仮
稿
を
Ⅲ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
は
、
課
役
の
賦
課
と
徴
収
・
進
上
に
関
わ
る
在
地
の
要
と
も
い
え
る
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
姿
を
、
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
の
全
責
任
昔
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
阿
雑
掌
は
、
本
論
で
み
た
よ
う
に
十
一
世
紀
中
葉
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
注
の
当
事
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
大
宰
府
管
内
の
所
領
相
論
沙
汰
に
関
わ
る
国
雑
掌
に
つ
い
て
は
、
今
回
触
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
多
様
な
変
化
の
過
程
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
地
方
の
在
地
領
主
層
が
台
頭
し
、
中
央
政
府
、
権
門
支
配
と
の
あ
っ
た
。
十
一
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
国
雑
掌
は
文
書
発
給
主
体
と
し
て
の
職
掌
は
な
く
な
る
が
、
封
物
・
官
物
・
国
役
徴
収
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
右
の
通
り
で
あ
り
、
そ
の
全
責
任
者
と
し
て
の
立
場
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
お
わ
り
に
矛
盾
が
著
し
く
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
遠
く
の
事
件
で
も
中
央
の
大
（幻）
き
な
変
動
に
結
び
つ
く
と
い
う
、
こ
の
時
代
の
特
徴
と
の
関
連
の
中
で
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
、
中
央
の
事
件
が
地
方
の
争
乱
に
結
び
つ
く
と
い
う
一
面
を
も
つ
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
国
雑
掌
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
今
後
の
課題とする。
註（
１
）
原
田
重
「
国
雑
掌
に
つ
い
て
」
急
九
州
史
学
」
第
七
号
、
’
九
五
八年）。松崎英一「国雑掌の研究」（『九州史学」第三七・
三
八
・
三
九
号
、
一
九
六
七
年
）
。
赤
松
俊
秀
「
雑
掌
に
つ
い
て
」
（「古文書研究」創刊齢、一九六八年）．また、国雑掌につ
い
て
触
れ
た
論
文
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
竹
内
理
三
「
在
庁
官
人の武士化」（「史学雑誌」第四八編第六号、一九一一一七年、
の
ち
同
「
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
、
’
九
五
五
年〉に所収）。吉村茂樹「留守所の発展」（「国司制度崩壊
に
関
す
る
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
七
年
、
復
刊
一
九
七
八
年
）
。
阿
部
猛
「
貴
族
の
個
別
経
済
の
成
立
」
ｓ
律
令
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
新
生
社
、
’
九
六
六
年
）
。
泉
谷
康
夫
「
国
掌
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
歴
史
』
二
○
囚
号
、
一
九
六
五
年
、
の
ち
同
「
律
令
制度崩壊過程の研究」〈鳴鳳社、一九七二年〉に所収）。勝
山
清
次
「
「
弁
済
便
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
Ｓ
Ｈ
本
史
研
究
」
一
五
○
・
一
五
一
号
、
一
九
七
五
年
、
の
ち
同
「
中
世
年
貢
制
成
立
史
の
一
五
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研究』〈塙書房、一九九五年〉に所収〉。
（
２
）
本
郷
恵
子
「
中
世
前
期
の
朝
廷
財
政
に
つ
い
て
」
ｓ
史
学
雑
誌
』
第
一
○
｜
編
第
四
号
、
一
九
九
二
年
）
。
（
３
）
白
川
哲
郎
「
鎌
倉
時
代
の
国
雑
掌
」
急
待
兼
山
論
叢
』
二
七
（
史
学）、一九九三年）。
（
４
）
新
井
孝
重
氏
は
、
天
喜
四
年
か
ら
の
東
大
寺
の
伽
藍
修
造
を
年
代
別
に
整
理
し
、
応
保
元
（
’
一
六
一
）
年
南
大
門
再
建
を
も
っ
て
、
東
大
寺
の
平
安
時
代
後
期
の
伽
藍
修
造
は
ほ
ぼ
終
了
し
た
と
い
わ
れ
る
（
同
「
東
大
寺
の
修
造
構
造
」
〈
同
「
東
大
寺
黒
田
荘
の
研
究
」
校倉書房、二○○｜年〉）。
（
５
）
今
正
秀
「
保
元
荘
園
整
理
令
の
歴
史
的
意
義
ｌ
平
安
後
期
荘
園
整
理
政
策
を
め
ぐ
る
政
府
と
権
門
ｌ
」
（
「
日
本
史
研
究
」
三
七
八
号
、
’九九四年）、十一頁。
（
６
）
小
山
田
義
夫
「
造
内
裏
役
の
成
立
」
Ｓ
史
潮
」
八
阿
・
八
五
合
併
号、一九六三年）。
（
７
）
坂
本
賞
三
「
後
期
王
朝
国
家
体
制
の
成
立
」
（
『
日
本
王
朝
国
家
体
制論』第二編、東京大学出版会、一九七二年）。
（
８
）
勝
山
清
次
「
公
田
官
物
率
法
の
成
立
と
そ
の
諸
前
提
」
（
『
史
林
一
七○巻二号、一九八七年、のち同註（１）前掲書に所収）。
（９）今正秀註（５）前掲論文。
（
、
）
石
母
田
正
「
東
大
寺
」
Ｓ
中
世
的
世
界
の
形
成
」
伊
藤
書
店
、
一
九
四
六
年
、
の
ち
改
定
・
改
版
の
う
え
同
一
題
名
で
東
京
大
学
出
版
会
よ
り
一
九
五
七
年
に
出
版
、
さ
ら
に
若
干
の
訂
正
・
補
足
を
し
、
同
一
題
名
に
て
岩
波
文
庫
よ
り
一
九
八
五
年
に
出
版
）
。
法
政
史
学
第
六
十
五
号
（
、
）
板
蝿
杣
の
囚
至
は
、
長
元
七
年
七
月
十
六
日
官
符
に
て
確
定
さ
れ
た（「伊賀国名張郡司等文書勘注案」会東大寺文書目録」
第三部第十一’十四〉、「平安遺文」四巻一七一一一九号）。こ
の
時
の
伊
賀
守
は
、
藤
原
顕
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
左
経
記
」
同
月
廿
三
日
条
に
み
え
、
顕
長
以
後
と
は
、
長
元
七
年
に
確
定
さ
れ
た
凹
至
を
指
す
も
の
と
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
「
天
喜
元
年
宣
旨
」
は
、
寛徳荘園整理令に基づいて発令されたものであることが、
川
島
茂
裕
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
同
「
寛
徳
庄
園
整
理
令
と
天
喜
事
件
」
〈
『
ｎ
本
史
研
究
」
二
二
七
号
、
一
九
八
一
年〉）。
己
）
阿
部
猛
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
今
正
秀
註
（
５
）
前
掲
論
文
。
五
味
文
彦
「
前
期
院
政
と
荘
園
整
理
の
時
代
」
Ｓ
院
政
期
社
会
の
研
究」山川出版社、一九八四年）。
（
Ⅲ
）
勝
山
清
次
「
便
補
保
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
「
納
官
済
物
」
納
入
制
度
の
変
遷
ｌ
」
（
『
史
林
」
五
九
巻
六
号
、
一
九
七
六
年
、
の
ち
同
註
（１）前掲書に所収）。
口
）
阿
部
猛
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
（
旧
）
久
野
修
義
「
中
世
寺
院
成
立
に
関
す
る
一
考
察
’
九
～
十
二
世
紀
東大寺をめぐってｌ」（『史林』六一巻四号、一九七八年、
のち同『日本中世の寺院と社会』〈塙書房、一九九九年〉
に
所
収
）
。
新
井
孝
重
註
（
４
）
前
掲
論
文
。
（
肥
）
氷
村
眞
「
東
大
寺
別
当
の
成
立
過
程
」
（
竹
内
理
三
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
『
律
令
制
と
古
代
社
会
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
四
年
、
の
ち
一
部
改
稿
「
中
世
東
大
寺
の
形
成
過
程
」
第
一
節
・
第
二
節
と
し
一一ハ
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て同「中世東大寺の組織と経営」〈塙書房、一九八九年〉
に所収）。新井孝重註（４）前掲論文。
（
Ⅳ
）
阿
部
猛
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
大
石
直
正
「
平
安
時
代
後
期
の
徴
税
機
構
と
荘
園
制
ｌ
解
体
期
の
封
戸
制
度
ｌ
」
急
東
北
学
院
大
学
論
集
」
歴
史
学
・
地
理
学
一
、
一
九
七
○
年
）
。
勝
山
清
次
「
封
戸
制
の
再
編
と
解
体
」
ｓ
日
本
史
研
究
』
一
九
囚
号
、
’
九
七
八
年
、
の
ち
一
部
改
稿
「
平
安
時
代
後
期
の
封
戸
制
ｌ
封
戸
制
の
再
編
と
解
体
ｌ
」
と
し
て
同
註
（
１
）
前
掲
書
に
所
収
）
・
久
野
修
義
註
（
旧
）
前掲論文一〕
（
旧
）
久
野
修
義
註
（
旧
）
前
掲
論
文
。
福
島
正
樹
「
家
産
制
的
勘
会
の
成
立
と
展
開
」
（
『
史
学
雑
誌
」
第
一
○
｜
編
第
二
号
、
’
九
九
二
年）。
（
四
）
永
承
年
間
ま
で
は
、
東
大
寺
か
ら
の
封
物
請
求
に
は
「
返
抄
」
「
牒
」
が
一
対
と
な
っ
て
発
給
さ
れ
て
い
る
が
、
犬
喜
年
間
に
入
る
と
「
返
抄
」
が
主
に
用
い
ら
れ
「
牒
」
は
国
符
を
必
要
と
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
Ｃ
（
加
）
「
同
五
年
色
Ｈ
」
と
い
う
奥
書
の
記
載
は
、
斗
欠
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
第
三
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
斗
欠
五
十
三
石
川
斗
余
の
算
出
は
、
「
向
五
年
色
目
」
を
天
喜
五
年
科
と
理
解
す
る
こ
と
で
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
「
同
五
年
色
目
」
は
、
犬
喜
五
年
科
で
あ
る
と
し
た
。
（皿）阿部猛註（１）前掲論文。
（
聖
上
島
有
編
『
東
寺
文
書
聚
英
」
図
版
篇
（
同
朋
舎
出
版
、
’
九
八
五
年
）
。
句
読
点
は
「
平
安
遺
文
」
十
巻
五
○
一
八
号
に
従
っ
た
。
国
雑
掌
の
職
掌
と
地
位
（
塚
本
）
（
躯
）
源
頼
国
は
、
『
御
堂
関
口
記
』
寛
弘
六
二
○
○
九
）
年
七
川
七
日
条
に
「
蔵
人
頼
国
来
月
奏
請
判
」
と
あ
る
。
『
九
条
家
本
延
喜
式
（
写
真
版
）
」
巻
三
十
’
十
凪
（
九
○
五
一
一
号
、
『
平
安
遺
文
』
寛
弘七年十月州日「衛門府根料下用注文」〈二巻四五八号〉）
に
「
蔵
人
頼
国
仰
、
府
生
兼
則
奉
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
頼
国
は
、
後
に
美
濃
国
等
の
国
守
を
歴
任
す
る
が
、
国
守
・
受
領
と
中
央
下
級
官
人
が
結
び
つ
く
場
の
一
つ
と
し
て
、
衛
門
府
が
考
え
ら
れ
る。
（型）阿部猛註（１）前掲論文。薗田香融「古代末期のある徴
税
文
書
ｌ
永
承
三
年
紀
伊
国
名
草
郡
収
納
米
帳
の
復
原
ｌ
」
（
『
史
泉
」
三
十
号
、
一
九
六
五
年
、
の
ち
「
占
代
末
期
の
あ
る
徴
税
文
書
ｌ
永
承
三
年
紀
伊
国
名
草
郡
郡
許
院
収
納
米
帳
の
復
原
ｌ
」
と
し
て
、
何
「
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
」
〈
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
〉
に所収）□
（
配
）
本
郷
恵
子
註
（
２
）
前
掲
論
文
。
（
別
）
大
石
直
正
氏
は
、
国
雑
掌
Ⅱ
国
司
と
い
わ
れ
る
（
大
石
注
（
Ⅳ
）
前掲論文）。
（〃）勝山清次註（１）前掲論文。
（肥）東大寺六’二五六「官宣旨」（嘉保一一一年十二月十日）、同
六’二五七「官育一旨」（同年十月刑日）、「束大寺文書Ｈ録』
第
一
部
第
二
川
’
一
八
七
「
東
大
寺
所
司
請
文
案
（
土
代
）
」
（
同
年
月日、「平安遺文』四巻一三六七号〉。
（別）大石直正説（Ⅳ）前掲論文、二三頁簿
記
）
関
幸
彦
「
「
在
国
可
職
」
成
立
の
諸
前
提
」
（
『
国
衙
機
構
の
研
究
一
七
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（妬）勝山清次註（Ⅳ）前掲論文。
（別）大石直正註（Ⅳ）前掲論文。
（即）石母田正「平家物語」（岩波新書、一九五七年）。
〔
付
記
〕
本
論
は
、
二
○
○
五
年
一
月
、
法
政
大
学
通
信
教
育
部
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
、
本
学
文
学
部
教
授
小
口
雅
史
先
生
よ
り
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
弧
）
筒
井
英
俊
編
『
東
大
寺
要
録
」
巻
六
（
全
国
書
房
、
一
九
四
四
ｌ「在国司職」研究序説ｌ」吉川弘文館、一九八四年）。
（
Ⅲ
）
稲
垣
泰
彦
「
初
期
名
田
の
構
造
ｌ
大
和
国
大
田
犬
九
名
に
つ
い
て
ｌ
」
（
稲
垣
泰
彦
・
永
原
慶
二
編
『
中
世
の
社
会
と
経
済
』
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
六
二
年
、
の
ち
稲
垣
泰
彦
「
日
本
中
世
社
会
史
論』〈東京大学出版会、一九八一年〉に所収）。
（
聖
福
島
正
樹
註
（
Ⅲ
）
前
掲
論
文
。
（
翌
勝
山
清
次
註
（
Ⅳ
）
前
掲
論
文
。
福
島
正
樹
註
（
肥
）
前
掲
論
法
政
史
学
第
六
十
五
号
年） 文。
一
八
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